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口
絵
１
　
仏
法
僧
図

口
絵
２
　
天
台
山
図
（
上
段
  右
隻
、
下
段
  左
隻
）



は
じ
め
に

十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
活
動
し
た
広
島
藩
の
画
家
、
岡
岷

山（
一
七
三
四
〜
一
八
〇
六
）
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
文
献
に
は「
其
法
宋
元
を
慕

ひ
山
水
花
卉
を
善
し
、
好
で
梅
竹
龍
等
の
大
軸
を
寫
す
に
豪
放
益
ゝ
見
は
る
」（『
梅
鶴

閑
話
』
巻
之
上
）
と
あ
り
、
一
方
で
は「
岡
岷
山
は
畫
を
能
し
て
他
邦
に
き
こ
え
し
人

な
り
、
畫
は
沈
南
蘋
を
学
び
、
花
鳥
は
宋
紫
石
に
倣
」
う（『
梅
鶴
閑
話
続
拾
遺
』）と

さ
れ
る（

１
）。

こ
う
し
た
記
述
も
受
け
て
、
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）
に
は「
畫
道
を
以

て
藩
主
九世

重
晟
に
仕
へ
、
徒
士（
か
ち
）
よ
り
侍
士（
さ
む
ら
い
）
に
進
む
、
藝
藩
時
代

畫
家
の
巨
擘
と
稱
せ
ら
る

（
２
）」と
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
。

岷
山
が「
徒
士
よ
り
侍
士
に
進
」
ん
だ
と
さ
れ
る
の
は
、
安
永
十
年（
天
明
改
元
／

一
七
八
一
）
の
奥
詰
次
席
へ
の
任
用
に
よ
る
。
広
島
藩
の
家
臣
団
は
侍
士
、
歩
行（
徒

士
）、
足
軽
、
小
人
の
四
階
級
に
大
別
さ
れ
、
個
々
の
能
力
な
ど
で
足
軽
は
歩
行
に
、

歩
行
は
侍
士
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
歩
行
は
藩
主
へ
の
応
答
は
許
さ
れ
な
い
が
、
御
目

見
可
能
な
階
級
で
あ
り
、
そ
の
上
級
に
あ
た
る
侍
士
は
藩
主
へ
の
応
答
が
許
さ
れ
た
。

岷
山
に
つ
い
て
は
侍
士
階
級
の
役
職
・
役
人
を
記
録
し
た『
歴
代
御
役
人
帖
』
に
四
度

の
任
用
歴
が
あ
り
、
奥
詰
次
席
へ
の
任
用
が
初
出
で
あ
る（

３
）。

こ
れ
を
以
て
侍
士
へ
昇
格

し
、
直
接
に
藩
主
の
命
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
歩
行
で
の
在
職

が
い
つ
頃
か
ら
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
安
永
八
年（
一
七
七
九
）「
八
月

二
十
三
日
、
岡
利
源
太
岷號

す山
と

畫
用
繁
多
な
る
に
依
り
、
大
畠
屋
六
之
介
を
し
て
其
業
を

助
け
し
む
べ
き
旨
藩
主
の
台
命
あ
り
、
是
日
藩
府
よ
り
其
旨
を
岡
利
源
太
に
傳
達
す（

４
）」

と
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
岷
山
は
侍
士
に
昇
格
す
る
以
前
、
早
く
か
ら
藩
主
の
命
を
受

け
て
行
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
戦
後
の
主
な
岷
山
研
究
で
は
、
土
井
作
治
が
初
め
て
岷
山
の
事
績
を
ま
と
め

た（
５
）。

黒
川
修
一
は
岷
山
画
の
作
風
分
析
に
よ
り
、
宋
紫
石（
一
七
一
五
〜
八
六
）
や
明

清
画
な
ど
を
幅
広
く
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た

（
６
）。

ま
た
、
藩
主
浅
野
重
晟

（
一
七
四
三
〜
一
八
一
四　

在
位
一
七
六
三
〜
九
九
）
の
近
習
と
し
て
活
動
す
る
天
明

期（
一
七
八
一
〜
八
八
）
以
降
の
具
体
的
事
例
に
基
づ
き
、
岷
山
は
画
事
を
主
務
と
す

る
職
制
上
の「
絵
師
」
で
は
な
く
、
様
々
な
公
務
に
携
わ
る
な
か
で
作
画
も
行
っ
た
人

物
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

（
７
）。

し
か
し
、
明
和
・
安
永
期（
一
七
六
四
〜
八
〇
）
以
前

の
岷
山
が
行
っ
た
公
務
や
宋
紫
石
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
記
録
に
乏
し
く
、

こ
れ
ま
で
考
察
を
欠
く
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
明
和
三
年（
一
七
六
六
）
の《
仏
法
僧
図
》
及
び
明
和
九
年（
安
永

改
元
／
一
七
七
二
）
の《
天
台
山
図
》
を
取
り
上
げ
る
。
両
作
品
は
、
岷
山
の
画
業
に

岡
岷
山
《
仏
法
僧
図
》
と
《
天
台
山
図
》 

― 

明
和
・
安
永
期
の
動
向
を
め
ぐ
っ
て

隅
　
川
　
明
　
宏
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黒
川
論
文
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
本
作
品
は
宋
紫
石
風
の
顕
著
な
作
風
を
示
す
も
の

で
は
な
い
が
、
こ
れ
以
後
の
展
覧
会）

10
（

で
紹
介
さ
れ
た
作
品
を
鑑
み
て
も
、
宋
紫
石
に
繋

が
る
要
素
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
で
は
、
岷
山
が
こ
の
特
異
な
主

題
を
ど
の
よ
う
に
し
て
描
い
た
の
か
を
示
す
。

（
一
）
各
モ
チ
ー
フ
の
描
写

ま
ず
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
で
あ
る
。
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
通
例
の
花
鳥
画
で
主
題
と
さ
れ

る
鳥
類
で
は
な
い
か
ら
、
写
生
図
、
博
物
図
と
の
関
わ
り
も
当
然
に
想
定
さ
れ
る
。

本
作
品
に
お
け
る
鳥
類
を
真
横
か
ら
捉
え
る
形
態
は
、
絵
手
本
や
博
物
図
譜
に
散
見

さ
れ
る
定
番
で
も
あ
る
。
腹
部
、
背
中
か
ら
尾
羽
に
か
け
て
、
鳥
類
の
特
色
あ
る
羽
毛

を
描
く
の
に
適
し
た
基
本
的
な
捉
え
方
で
あ
り
、
た
と
え
ば
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
写
生
図

に
は
狩
野
常
信
筆《
鳥
写
生
図
巻
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）が
あ
る
。
こ
れ
に
は
延
宝

九
年（
一
六
八
一
）四
月
八
日
、
宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）八
月
二
十
日
付
け
で「
み
や

ま
」（
深
山
）に
て
確
認
し
た
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
描
き
写
さ
れ
て
い
る
。
常
信
写
生
図
の

場
合
に
は
通
例
の
花
鳥
画
と
は
異
な
り
、
あ
た
か
も
水
彩
画
の
よ
う
に
柔
ら
か
な
筆
線

と
淡
雅
な
色
彩
に
よ
り
、
岩
絵
具
に
よ
る
画
面
で
は
成
し
え
な
い
生
動
感
を
表
し
て
い

る
。
常
信
に
限
ら
ず
、
江
戸
時
代
後
期
に
も
な
る
と
、
数
多
く
の
画
家
や
学
者
が
動
植

物
の
写
生
図
を
制
作
・
転
写
し
た
。
黒
川
論
文
で
も
、
岷
山
は
そ
う
し
た
先
行
す
る
写

生
図
に
基
づ
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
岷
山
自
身
に
よ
る
対
象
の
観
察
、
写
生
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
本
作
品
よ
り
も
後
年
、
天
明
元
年（
一
七
八
一
）
に
は「
六
月
二
十
九
日
、
藩

主
重晟

御
奥
詰
次
席
岡
利
源
太
號を

善
く
す

岷
山
、
絵
畫

御
側
醫
師
長
崎
丹
淳
に
命
じ
、
封
地
東
部
の
諸
郡

を
巡
歷
せ
し
む
、
兩
人
九
月
二
十
三
發
足
し
、
岡
利
源
太
は
各
地
の
瀑
布
及
草
木
を
巡

見
し
、
長
崎
丹
淳
は
各
地
の
産
物
を
調
査
し
て
歸
る）

11
（

」こ
と
が
あ
っ
た
。
領
内
各
地
の

あ
っ
て
主
題
の
特
異
性
が
著
し
く
、
制
作
年
も
明
ら
か
で
あ
り
、
岷
山
の
明
和
・
安
永

期
に
お
け
る
動
向
を
探
る
た
め
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、

両
作
品
が
踏
ま
え
た
先
行
作
品
な
ど
を
示
し
つ
つ
、
藩
に
お
け
る
岷
山
の
位
置
づ
け
や

交
遊
関
係
な
ど
に
つ
い
て
言
及
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
岷
山
研
究

に
お
い
て
不
分
明
な
画
業
前
半
期
、
と
り
わ
け
明
和
・
安
永
期
に
お
け
る
動
向
の
一
端

を
明
ら
か
に
す
る
。

一
　
明
和
三
年
の
《
仏
法
僧
図
》
に
つ
い
て

《
仏
法
僧
図
》〔
口
絵
１　

広
島
県
立
美
術
館
蔵
〕
は
縦
九
八・
二
糎
米
、
横
三
九・
六

糎
米
の
画
絹
に
着
色
で
描
か
れ
た
一
幅
の
掛
軸
で
あ
る
。
画
面
に
は
、
右
上
端
の
一
角

に
松
樹
の
幹
が
あ
り
、
手
前
に
蔓
を
絡
ま
せ
た
枝
、
左
下
方
に
向
け
て
伸
び
る
枝
先
に

生
え
る
束
状
の
針
葉
、
画
面
中
央
に
は
枝
に
留
ま
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
一
羽
の
左
側
面
が

鳴
態
で
、
細
緻
な
線
描
と
濃
厚
な
色
彩
で
描
か
れ
て
い
る
。
着
賛
の
年
紀
・
内
容（

８
）は

、

岷
山
が
明
和
三
年（
一
七
六
六
）
三
十
三
歳
で
描
い
た
こ
と
を
示
す
が
、
そ
の
制
作
の

機
縁
に
つ
い
て
は「
於
金
亀
山
有
佛
法
僧
鳥
鳴
。
岷
山
圖
之
」
と
述
べ
る
以
外
、
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
平
成
二
年（
一
九
九
〇
）
に
は
広
島
県
立
美
術
館
の
購
入
品
と
な

り
、
特
別
展「
近
世
広
島
の
絵
画
展
」
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
当
時
、
黒
川
修

一
は
、
本
作
品
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

仏
法
僧
鳥
に
施
さ
れ
た
鮮
や
か
な
彩
色
、
松
樹
に
見
ら
れ
る
点
苔（
緑
青
を
濃
墨

で
丸
く
囲
ん
で
表
わ
す
）
や
枝
か
ら
垂
下
す
る
蔓
の
表
現
な
ど
に「
唐
画
」
か
ら

の
影
響
が
看
守
さ
れ
る
も
の
の
宋
紫
石
一
門
の
花
鳥
画
と
は
直
ち
に
結
び
つ
く
も

の
で
は
な
い（

９
）。
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の
前
後
関
係
を
色
調
の
濃
淡
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。《
仏
法
僧
図
》に
お
け
る
松
樹
の

描
写
は
、
岷
山
画
に
あ
っ
て
後
年
に
属
す
る《
老
松
孔
雀
図
》〔
図
２）

12
（

〕に
再
び
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
な
か
で
針
葉
は
円
形
に
広
が
る
形
態
に
変
化
し
て
い
る
が
、

右
上
端
に
占
め
る
幹
の
形
態
や
描
法
の
一
致
は
著
し
い
。

こ
の《
老
松
孔
雀
図
》
の
モ
チ
ー
フ
や
構
図
に
つ
い
て
、
伊
藤
若
冲（
一
七
一
六
〜

一
八
〇
〇
）
の
浅
野
家
伝
来《
孔
雀
鳳
凰
図
の
う
ち　

孔
雀
図
》（
岡
田
美
術
館
蔵
）
や

相
国
寺
伝
来《
動
植
綵
絵
の
う
ち　

老
松
孔
雀
図
》（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）が
細

部
に
至
る
ま
で
一
致
す
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
浅
野
家
伝
来
の
若
冲
画
が
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）
頃
の
作
品
と
推
定
さ
れ
て
い
る）

13
（

の
に
対
し
て
、
岷
山
画
は
そ
れ
以
後
の

作
品
で
あ
る
が
、
こ
の「
孔
雀
図
」
に
お
け
る
若
冲
と
岷
山
の
画
法
に
は
明
ら
か
な
相

違
も
あ
り
、
若
冲
画
か
ら
岷
山
画
へ
の
変
容
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
に
共
通

す
る
祖
本
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ひ
い
て
は《
仏
法
僧
図
》
に
お
け
る
松
樹
、
と

り
わ
け
右
上
端
に
描
か
れ
た
幹
の
形
態
も
先
行
作
品
の
図
様
に
起
因
す
る
も
の
と
判
断

で
き
る
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
祖
本
の
存
在
は
実
際
に
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
若
冲

に
お
け
る
画
鶴
の
祖
本
に
も
挙

げ
ら
れ
る（
明
）
陳
伯
冲《
松
上

双
鶴
図
》〔
図
３  

大
雲
院
蔵
〕

を
観
れ
ば
、
樹
木
の
幹
や
皮
の

描
法
、
枝
に
絡
ん
で
垂
下
す
る

蔓
を
添
え
る
構
成
な
ど
が《
仏

法
僧
図
》
に
お
け
る
松
の
樹
法

と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
る
。
こ
の
こ
と
は《
仏
法

僧
図
》
の
制
作
に
お
い
て
も
、

実
地
探
査
に
よ
る
真
景
図
制
作
で
も
知
ら
れ
る
岷
山
で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
は
岷
山
が

風
景
の
み
な
ら
ず
動
植
物
を
も
対
象
に
写
生
を
行
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

し
か
し
な
が
ら《
仏
法
僧
図
》
を
見
る
限
り
、
岷
山
の
描
く
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
線
描

は
や
や
単
調
で
、
モ
チ
ー
フ
の
質
感
を
伝
え
る
表
現
性
に
は
乏
し
い
。
自
発
的
な
写
生

図
を
経
て
、
対
象
を
再
現
的
に
表
し
た
作
画
と
は
み
な
し
が
た
く
、
む
し
ろ
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
を
捉
え
る
形
態
感
覚
に
つ
い
て
は
、
岷
山
自
身
の
作
品
で
異
な
る
鳥
類
を
描
い
た

作
品
を
重
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば「
正
武
」
落
款
の
あ
る
作
品
で「
堂

上
白
頭
」と
い
う
吉
祥
画
題
の《
花
鳥
図
》で
あ
る
。「
堂
上
白
頭
」は
海
棠（
父
母
を
意

味
す
る
中
国
語「
堂
上
」
と「
棠
」
が
音
通
す
る
）
の
枝
に
留
ま
る
シ
ロ
ガ
シ
ラ（
白
頭

翁
）を
描
き
、
長
寿
を
寿
ぐ
意
味
を
表
す
南
蘋
流
の
定
番
主
題
で
、《
仏
法
僧
図
》以
前

に
か
か
る
制
作
と
思
わ
れ
る
岷
山
の
作
例
が
複
数
、
存
在
し
て
い
る
。
最
初
期
の
一
点

と
稿
者
が
考
え
る《
花
鳥
図
》竪
幅〔
図
１　

個
人
蔵
〕
と
本
作
品
は
、
嘴
を
大
き
く
開

き
、
力
を
込
め
て
舌
先
を
上
向
き
に
曲
げ
、
枝
に
留
ま
る
左
側
面
観
の
形
態
が
重
な
っ

て
見
え
る
。
こ
の
こ
と
は
本
作
品
が
先
行
作
品
な
ど
の
形
態
・
図
様
を
重
視
す
る
規
範

性
の
高
い
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

一
方
、
松
樹
で
あ
る
。
幹
の
輪
郭
を
肥
痩
の
あ
る
太
い
線
で
描
き
、
そ
の
線
に
は
濃

墨
と
淡
墨
を
使
い
分
け
て
手
前
を
濃
く
、
奥
を
淡
く
す
る
こ
と
で
、
モ
チ
ー
フ
の
奥

行
、
立
体
感
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
松
樹
の
幹
に
は
弧
を
連
ね
る
よ
う
に
し
て
樹
皮
を

表
し
、
枝
先
に
生
え
る
針
葉
は
緑
と
墨
の
線
を
不
均
整
に
重
ね
て
描
き
、
さ
ら
に
針
葉図1　花鳥図

図3　松上双鶴図 図2　老松孔雀図
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石
が
見
る
こ
と
の
で
き
た
沈
南
蘋
画
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
沈
南
蘋
画
は
本
来
、

自
然
景
の
な
か
に
動
植
物
な
ど
を
緻
密
に
描
い
た
も
の
で
、
版
本
の
小
さ
な
画
面
で
は

そ
の
全
部
を
緻
密
に
再
現
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
要
所
を
抜
き
出
し
た
、
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
宋
紫
石
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
整
理
さ
れ
た
構
図
が
、
岷

山《
仏
法
僧
図
》で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
宋
紫
石
画
譜
』は《
仏
法
僧
図
》が
制
作
さ
れ
る
前
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
も
先
行
す
る
紫
石
学
習
の
例
と
し
て
、「
岷
山
正
武
寫
」と
し
て
款
記
さ
れ
た《
花

鳥
図
》横
幅（
個
人
蔵
）の
シ
ロ
ガ
シ
ラ
が
あ
り
、『
宋
紫
石
画
譜
』上
巻
に
お
い
て
、
岩

に
薔
薇
と
共
に
描
か
れ
る
シ
ロ
ガ
シ
ラ（
本
文
七
丁
ウ
）
の
形
態
を
そ
の
ま
ま
用
い
て

い
る
。
厳
密
に
は
モ
チ
ー
フ
を
左
右
反
転
し
て
い
る
が
、
眼
を
細
め
る
よ
う
に
し
て
背

中
を
つ
い
ば
む
姿
が
細
や
か
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
人
物
画
の
例
と
し

て
、「
岷
山
崗
煥
寫
」と
款
記
さ
れ
た《
西
王
母
・
東
方
朔
図
の
う
ち　

東
方
朔
図
》（
個

人
蔵
）
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
は
落
款
に
よ
っ
て
安
永
五
年（
一
七
七
六
）
以
降

の
制
作
と
わ
か
る
も
の
で
、『
古
今
画
藪
後
八
種
』
第
六
冊「
無
雙
譜
」
の「
東
方
曼
倩
」

（
本
文
五
丁
オ
）
を
用
い
て
い
る
。
画
譜
の
図
像
は
胸
前
に
右
手
で
巻
子
を
持
ち
、
左

手
の
指
先
で
巻
子
を
指
し
示
す
も
の
で
、
紫
石
自
身
の
本
画
に
も
こ
の
図
像
を
用
い
た

《
東
方
朔
図
》
は
複
数
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
岷
山
は
そ
の
意
図
を
踏
襲
せ
ず
、
持
物

こ
の
趣
の
明
代
花
鳥
画
に
依
拠
し
た
部
分
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
に
は
、《
仏
法
僧
図
》は
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
姿
に
つ
い
て
は
先
行
写
生
図
の

転
写
、
あ
る
い
は
実
物
の
観
察
や
写
生
を
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
し
か
し
モ

チ
ー
フ
の
形
態
に
お
い
て
南
蘋
流
や
明
画
の
先
行
作
品
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
作
品

や
事
実
の
例
示
も
加
え
て
確
認
し
た
。

（
二
）
構
図

次
に
構
図
で
あ
る
。
岷
山
は
い
つ
頃
紫
石
を
学
ん
だ
の
か
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
が
、
本
作
品
の
構
図
に
つ
い
て
は
宋
紫
石
と
の
関
連
を
想
定
で
き
る
。
こ

の
岷
山
画
に
み
る
松
の
枝
振
り
は
、
僅
か
に
転
折
し
て
下
方
に
伸
び
、
そ
の
先
端
で
再

び
転
折
し
て
僅
か
に
上
向
き
と
な
り
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
整
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
の
対
角
を
利
用
し
て
モ
チ
ー
フ
を
配
置
・
構
成
す
る

手
法
は
決
し
て
新
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
紫
石
が
好
ん
で
用
い
た
常
套
手
法
で
も
あ

る
。
た
と
え
ば
明
和
二
年（
一
七
六
五
）刊
の『
宋
紫
石
画
譜
』上
巻
の「
菊
」（
本
文
二

丁
ウ
）や
明
和
七
年（
一
七
七
〇
）刊
の
宋
紫
石『
古
今
画
藪
後
八
種
』第
五
冊「
雑
體
」

の「
菊
蟷
螂
」〔
図
４  

本
文
一
丁
オ
〕は
、
宋
紫
石
が
珍
蔵
す
る
南
蘋
画
の
分
写
、
模
写

で
あ
る
と
明
記
さ
れ
た
図
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
宋
紫
石
の
門
人
、
平
安
副
孟
義
は『
宋

紫
石
画
譜
』「
凡
例
」に
お
い
て

一
初
巻
者
。
直
臨
一
寫
於
南
蘋
之
画
一
。
而
作
一
小
図
一
。
為
レ

使
下
二
觀
者
一
便
上
。
然
圖
小
。
則
不
レ
悉
二
緻
密
一
。
故
分
二
寫

其
真
画
一
。
以
示
焉
。（
以
下
略
）

と
記
し
、『
宋
紫
石
画
譜
』
上
巻
に
掲
載
さ
れ
る
図
は
、
当
時
、
宋
紫

図4　菊蟷螂

図5　仏法鳥
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で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
信
ぴ
ょ
う
性
を
や
や
欠
く
。
着
賛
者
の
学
如（
一
七
一
六
〜

七
三
）
は
、
十
三
歳
で
福
王
寺
二
十
四
世
学
範（
生
没
年
不
詳
）
に
つ
い
て
出
家
し
、

各
地
を
遊
歴
、
高
野
山
で
の
修
行
な
ど
を
経
て
、
福
王
寺
に
帰
り
、
二
十
五
世
学
律

（
生
年
不
詳
〜
一
七
六
三
）
の
跡
を
継
い
だ
真
言
宗
の
学
僧
で
、
戒
律
と
り
わ
け
有
部

律
に
関
す
る
著
作
が
多
い）

15
（

。
こ
の
学
如
に
と
っ
て
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
、
ど
の
よ
う
な

鳥
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
山
中
に
棲
む
夏
鳥（
渡
鳥
）で
あ
る
が
、
前
述『
文
会
録
』解
説
に

は
そ
の
姿
の
特
徴
と
、
中
国
の
地
誌『
天
台
山
方
外
志
』
に
も（
念
仏
鳥
と
い
う
名
前

で
）記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
説
し
て
お
り
、
博
物
学
の
観
点
か
ら
姿
の
特
徴
に
こ

そ
関
心
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
平
安
時
代
の
空
海

『
性
霊
集
』に「
後
夜
聞
佛
法
僧
鳥
」詩
で
高
野
山
で
の
夜
明
け
前
の
勤
行
風
景
に
詠
ま

れ
、
江
戸
時
代
に
は
明
和
五
年（
一
七
六
八
）序
、
安
永
五
年（
一
七
七
六
）刊
の
上
田

秋
成『
雨
月
物
語
』
に
高
野
山
を
舞
台
と
す
る
一
篇「
仏
法
僧
」
が
読
ま
れ
る
よ
う
に
、

人
口
に
膾
炙
し
た
霊
鳥
で
あ
っ
た
。
学
如
に
と
っ
て
も
、
単
な
る
珍
鳥
と
い
う
よ
り
は

宗
祖
空
海
や
高
野
山
に
通
じ
る
霊
鳥
で
あ
り
、
な
お
か
つ
仏
教
徒
の
根
本
と
い
う「
三

宝（
佛
宝
・
法
宝
・
僧
宝
）
に
帰
る
こ
と
」
三
帰
戒
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
着
賛
の
詩
文
に
も
姿
の
美
し
さ
を
称
え
つ
つ
、
仏
法
に
関
す
る
文
脈
が
通

底
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
着
賛
に「
亀
獄
深
林
月
」
云
々
と
あ
り
、
夜
明
け
前
の
勤
行

に「
ブ
ッ
、
ポ
ウ
、
ソ
ウ
」
と
鳴
き
声
を
響
か
せ
る
の
も
、
空
海
の
詩
文
を
念
頭
に
置

い
た
表
現
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
そ
の
声
の
主
が
コ
ノ
ハ
ズ
ク
で
あ
る
と
衆
人
が
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
昭

和
十
年（
一
九
三
五
）
の
こ
と
で
あ
り
、
学
如
が
そ
の
声
を
聴
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
コ
ノ
ハ
ズ
ク（
声
の
仏
法
僧
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
声
を
聴
く
こ

と
、
姿
を
見
る
こ
と
に
は
関
連
性
は
な
く
、
着
賛
の
内
容
も
岷
山
が
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

で
あ
る
巻
子
を
通
例
の
桃
に
置
き
換
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
よ
り『
宋
紫
石
画
譜
』
の
発
行
以
前
、
そ
し
て『
古
今
画
藪
後
八

種
』の
発
行
以
後
に
お
い
て
、
岷
山
は
モ
チ
ー
フ
や
構
図
、
描
法
な
ど
、
様
々
な
視
点

で
宋
紫
石
画
を
学
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
本
作
品
に
先
行
し
て
、
宝
暦
十
年（
一
七
六
〇
）刊
の
戸
田
旭
山
編『
文
会
録
』

に
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
解
説
と
挿
図〔
図
５
〕
が
墨
摺
で
載
る
。
同
書
は
編
者
に
よ
り
大

坂
・
浄
安
寺
で
行
わ
れ
た
薬
品
会
の
解
説
目
録
で
、
後
年
こ
れ
ら
を
基
に
編
纂
さ
れ
た

の
が
宝
暦
十
三
年（
一
七
六
三
）刊
の
平
賀
源
内
編『
物
類
品
隲
』で
あ
り
、
そ
の
挿
図

を
担
当
し
た
の
が
宋
紫
石
で
あ
る）

14
（

。
こ
の『
文
会
録
』
所
載
の
挿
図
は
た
い
へ
ん
簡
略

で
、
紫
石
と
の
関
連
を
示
す
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
左
下
に
垂
れ
る
枝
に
留
ま
る

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
左
側
面
を
見
せ
る
構
図
が
岷
山《
仏
法
僧
図
》
と
共
通
す
る
。
珍
鳥

の
姿
を
明
示
す
る
こ
と
が『
文
会
録
』
挿
図
の
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
挿
図
の
う
ち
に

枝
を
添
え
る
こ
と
で
発
生
す
る
構
図
に
は
必
然
性
が
な
く
、
こ
の
よ
う
な
構
図
が
発
生

し
て
い
る
要
因
に
は
先
行
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち

『
文
会
録
』と《
仏
法
僧
図
》に
構
図
上
の
共
通
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
岷
山
が
本
作
品
を

描
く
に
際
し
て『
文
会
録
』
を
閲
覧
し
て
い
た
可
能
性
、
さ
ら
に
は
江
戸
や
京
坂
の
学

者
た
ち
の
間
で
知
ら
れ
た
、
岷
山《
仏
法
僧
図
》
の
祖
本
が
存
在
し
た
可
能
性
ま
で
想

定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
制
作
の
背
景

次
に
、
作
品
の
来
歴
に
関
す
る
こ
と
を
示
す
。
本
作
品
の
元
箱
に
同
封
さ
れ
た
旧
蔵

者
の
書
付
に
は
、
大
正
七
〜
八
年（
一
九
一
八
〜
一
九
）
頃
に
広
島
の
市
場
で
本
作
品

を
買
い
求
め
、
そ
の
出
所
は
福
王
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
福
王
寺
を
出
所
と

す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
同
寺
二
十
六
世
住
持
を
務
め
た
学
如
の
着
賛
に
基
づ
く
類
推
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（
姿
の
仏
法
僧
）
を
視
認
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
福
王
寺

と
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
絡
め
た
寓
意
の
よ
う
に
も
読
み
取
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本

作
品
は
珍
鳥
の
姿
を
記
録
と
し
て
描
き
留
め
た
作
品
と
い
う
よ
り
は
、
福
王
寺
の
慶
事

を
祝
っ
て
描
か
れ
た
吉
祥
画
と
み
る
べ
き
作
品
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、

こ
の
作
品
は
珍
鳥
に
対
す
る
画
家
個
人
の
関
心
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
岷
山
に
よ
る「
仏
法
僧
」
が
特
異
な
主
題
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
広

島
藩
主
浅
野
重
晟
の
生
母
永
寿
院（
生
年
不
詳
〜
一
七
七
一
）
に
関
す
る
遺
物
所
在
目

録『
永
寿
院
様
御
道
具
目
録）

16
（

』（
以
下
、
目
録
Ａ
）
に「
佛
法
鳥
絵
此
分
先
達
而
國
泰
寺
江
被
遣
候
由（
以
上
、

朱
筆
）
一
幅
箱
入
／　

岡
利
源
太
筆
」と
記
述
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
目
録
Ａ
は
明

和
九
年（
安
永
改
元
／
一
七
七
二
）
六
月
ま
で
の
調
査
に
基
づ
き
、「
仏
法
鳥
絵
」
が
國

泰
寺
に
譲
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
。
そ
の
後
の
来
歴
は
不
明
で
、
こ
の
記
載
が
広
島
県
立

美
術
館
蔵
の
作
品
を
示
す
と
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら「
仏
法
僧
」

の
存
在
が
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
中
で
、
今
日
に
は
ほ
と
ん
ど
遺
例
の
知
ら
れ
な
い

「
仏
法
僧
図
」
が
藩
主
の
周
辺
に
存
在
し
た
事
実
は
、
本
作
品
制
作
の
契
機
を
考
え
る

に
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
の
は
後
述
す
る《
御
許
山
勝
興
図
》
の

よ
う
に
、
公
務
と
し
て
描
か
れ
た
絵
画
作
品
の
場
合
、
そ
の
現
本
は
藩
府
に
収
め
ら

れ
、
関
係
者
の
た
め
に
副
本
・
再
制
作
本
が
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
事
例
は
数
多
く

認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
本
作
品
も
藩
主
の
意
向
を
受
け
て
制
作
さ
れ

た
関
連
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
学
如
賛
に「
告
事
緑
衣
使
。
誦
経
雪
衣
娘
」

と
あ
る
点
か
ら
は
、
藩
主
周
辺
の
女
性
す
な
わ
ち
永
寿
院
と
の
関
係
も
連
想
さ
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
岷
山
は
本
作
品
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
観

察
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
写
生
と
い
う
行
為
を
実
際
に
行
っ
た
の
か
、
あ
る
い

は
、
先
行
作
品
を
摸
写
し
た
の
か
、
現
状
は
ど
の
過
程
も
明
確
に
否
定
は
で
き
ず
、
ま

た
成
立
し
う
る
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
花
鳥
画
の
主
題
に
類
例
を
見
つ
け
る
こ
と

が
難
し
い
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
、
一
幅
の
鑑
賞
画
の
主
役
と
し
て
岷
山
が
成
立
さ
せ
て
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
岷
山
は
明
画
や
宋
紫
石
画
な
ど
を
研
究
し
、《
仏
法
僧
図
》を
描
い

た
。
そ
し
て
使
用
さ
れ
る
岩
絵
具
は
岷
山
画
の
な
か
で
と
り
わ
け
発
色
良
く
、
良
質
な

素
材
を
用
い
て
い
る
。
下
級
藩
士
で
あ
っ
た（
と
思
わ
れ
る
）
岷
山
が
自
主
的
に
入
手

で
き
る
も
の
で
は
お
そ
ら
く
な
く
、
こ
の
制
作
費
を
負
担
す
る
パ
ト
ロ
ン
が
存
在
し
た

は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
作
品
は
永
寿
院
や
重
晟
の
周
辺
で
求
め
ら
れ
た
現
本
、
あ

る
い
は
そ
の
関
係
で
福
王
寺
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
副
本
、
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
蓋

然
性
は
高
い
。
明
和
三
年
時
点
で
、
岷
山
は
宋
紫
石
画
や
舶
載
絵
画
を
含
め
て
幅
広
く

新
渡
の
画
法
を
積
極
的
に
学
び
、
そ
の
画
技
に
よ
り
藩
主
周
辺
の
た
め
の
作
画
を
務
め

る
人
物
と
し
て
一
定
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
　
明
和
九
年
の
《
天
台
山
図
》
に
つ
い
て

（
一
）
　
「
真
景
図
」
の
受
容
例

岷
山
に
お
け
る
宋
紫
石
画
の
学
習
は
花
鳥
の
み
な
ら
ず
、
山
水
・
人
物
・
墨
竹
な
ど

の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
取
り
上
げ
る
の
は《
仏
法

僧
図
》と
同
じ
く
、
同
一
主
題
の
遺
例
を
観
る
機
会
が
少
な
い
作
品
で
あ
る
。

《
天
台
山
図
》〔
口
絵
２　

明
王
院
蔵
〕
は
紙
本
墨
画
淡
彩
、
六
曲
一
双
の
屛
風
で
、

岡
山
県
鴨
方
市
の
明
王
院
に
伝
来
し
、『
鴨
方
町
史
』で
初
め
て
紹
介
さ
れ
た）

17
（

。
主
題
の

天
台
山
は
平
安
時
代
の
最
澄
ら
が
入
山
し
た
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
聖
地
で
あ
り
、
本
作
品

が
伝
来
し
た
明
王
院
は
天
台
系
寺
院
で
あ
る
か
ら「
天
台
山
図
」
を
求
め
る
の
も
理
に

適
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら「
天
台
山
図
」
は
法
会
で
必
須
と
な
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る
仏
画
で
は
な
く
、
天
台
山
を
描
い
た
遺
例
も
決
し
て
多
く
な
い
。
本
作
品
は
明
王
院

に
古
く
か
ら
所
蔵
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
所
蔵
経
緯
は
不
明
で

あ
る
。

次
に
画
面
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
確
認
す
る
。
右
隻
の
画
面
右
下
か
ら
天
台
県
の

城
壁
を
発
ち「
天
台
仙
蹟
」
額
の
掲
げ
ら
れ
た
門
を
潜
る
と
、
画
面
中
央
に
赤
く
焼
け

た
よ
う
な
肌
色
を
呈
す
る
赤
城
山
が
あ
る
。
頂
上
に
聳
え
る
赤
城
塔
か
ら
辺
り
を
見
渡

す
と
、
画
面
に
向
か
っ
て
右
に
は
仏
塔
を
並
べ
た
国
清
寺
、
左
上
に
は
天
台
山
の
最
高

峰
で
降
魔
塔
の
聳
え
る
華
頂
峯
、
左
下
に
は
台
の
よ
う
な
岩
山
で
あ
る
瓊
台
、
二
つ
の

岩
山
が
門
の
よ
う
に
並
ぶ
双
闕
な
ど
が
あ
る
。
続
け
て
左
隻
に
は
右
か
ら
石
梁
飛
瀑
、

寒
岩
や
明
岩
、
断
橋
、
石
梁
道
な
ど
、
天
台
山
の
形
勝
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

形
勝
は
天
台
山
に
関
す
る
地
誌

）
18
（

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
岷
山
は
こ
の
屛
風
絵
に
つ
い
て《
仏
法
僧
図
》
に
お
け
る
細
緻
な
線
描
、
鮮

や
か
な
色
彩
と
は
対
照
的
に
、
水
墨
に
よ
る
軽
妙
な
筆
致
と
穏
や
か
な
色
彩
で
天
台
山

の
風
景
を
描
い
て
い
る
。
落
款）

19
（

に
よ
り
明
和
九
年（
一
七
七
二
）
三
十
九
歳
の
制
作
と

わ
か
る
が
、
大
陸
の
実
景
を
見
る
機
会
な
ど
持
ち
よ
う
の
な
い
岷
山
は
、
こ
の
制
作
に

あ
た
っ
て
も
手
本
と
す
べ
き
図
様
を
手
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
天
台
山

の
全
景
図
に
は
、
康
煕
二
十
三
年（
一
六
八
四
）序
刊
の『
浙
江
通
志
』巻
之
首「
圖
考
」

に「
天
台
山
図
」（
二
十
三
ウ
／
二
十
四
オ
）が
あ
り
、
こ
の『
浙
江
通
志
』は
旧
広
島
藩

主
浅
野
家
伝
来
の
蔵
書（
浅
野
文
庫
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
同
書
所
載

「
天
台
山
図
」と
岷
山《
天
台
山
図
》に
は
描
法
・
構
図
・
モ
チ
ー
フ
と
も
に
関
連
が
な

く
、
稿
者
は
こ
の
ほ
か
に
本
作
品
に
先
行
す
る
天
台
山
全
景
図
の
例
を
確
認
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
屛
風
絵
は
画
面
の
大
き
さ
が
左
右
隻

と
も
に
縦
一
七
五・〇
糎
米
、
横
三
七
五・〇
糎
米
で
あ
る
。
通
例
の
本
間
屛
風
よ
り
も

一
回
り
大
き
い
が
、
こ
の
よ
う
な
極
端
に
横
長
の
画
面
を
作
る
場
合
、
版
本
に
お
け
る

画
面
比
を
踏
襲
す
る
と
も
考
え
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
作
品
は
複
数
の
典
拠
か
ら
個

別
の
モ
チ
ー
フ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
よ
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

宋
紫
石
画
と
の
関
連
を
重
視
す
れ
ば
、
瓊
台〔
図
６
〕に
は『
宋
紫
石
画
譜
』下
巻
に

形
態
の
類
似
す
る
図
様
―
対
角
線
上
に
広
が
る
扁
平
な
岩
山〔
図
７
〕が
あ
る
。『
宋
紫

石
画
譜
』
下
巻
は
清
代
舶
来
画
家
ら
に
よ
る
様
々
な
主
題（
山
水
画
や
人
物
画
、
花
鳥

画
）
を
臨
写
し
た
も
の
で
、
そ
の
な
か
で
伊
孚
九
や
宋
紫
岩
、
王
建
章（
仲
初
）
と

い
っ
た
画
家
の
山
水
図
に
続
け
て「
真
山
水
二
圖
」
を
紹
介
し
て
い
る
。「
真
山
水
」
と

は
実
際
に
あ
る
景
観
を
描
い
た「
真
景
図
」
と
解
せ
ら
れ
、
こ
の
う
ち
の「
五
臺
山
」

（
本
文
六
丁
ウ
／
七
丁
オ
）が《
天
台
山
図
》に
お
け
る
瓊
台
の
よ
う
な
岩
山
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。

「
五
臺
山
」の
場
合
、
典
拠
は
明
版『
名
山
勝
概
記
』で
あ
る
。『
宋
紫
石
画
譜
』下
巻図7　五臺山

図6　天台山図（部分）
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る
画
風
が
後
年
の
真
景
図
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
岷
山
の
江
戸
で
の
動
向
を
知
る
上
で

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
浅
野
重
晟
と
江
戸
に
お
け
る
交
遊

さ
て
、
前
述
し
た
目
録
Ａ
に
関
連
し
て
、
安
永
三
年（
一
七
七
四
）
の『
去
巳
年
御

帰
國
以
来
御
譲
被
進
候
永
寿
院
様
御
道
具
目
録
帖
』（
以
下
、
目
録
Ｂ
）が
あ
る
。
こ
れ

は
目
録
Ａ
に
は
記
載
の
な
い
道
具
を
補
足
し
た
内
容
で
あ
る）

20
（

。
目
録
Ａ
・
Ｂ
は
岷
山
の

主
君
重
晟
に
関
す
る
事
実
を
示
し
て
お
り
、
岷
山
の
画
風
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
示

唆
深
い
。

目
録
Ａ
で
は
、
明
和
九
年
時
点
で
所
在
が
確
認
さ
れ
た
永
寿
院
遺
物
の
う
ち
、
作
者

の
明
ら
か
な
絵
画
と
し
て
、
天
皇
・
公
家
の
作
品
八
件
、
藩
主
の
家
族
に
よ
る
作
品
四

件
、
朝
廷
・
幕
府
の
御
用
絵
師
三
件
、
芸
州
藩
士（
岡
岷
山
）
の
作
品
一
件
、
市
井
の

画
家（
宋
紫
石
）の
作
品
一
件
、
そ
の
他
二
件（
芳
井
萬
歳
ほ
か
）を
挙
げ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
岡
岷
山「
仏
法
鳥
絵
」
は
國
泰
寺
へ
、
宋
紫
石「
岩
ニ

錦
鶏
絵
」
は
数
寄
方
へ
譲

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
目
録
Ｂ
で
は
、
安
永
三
年
ま
で
に
永
寿
院
遺
物
か
ら
重

晟
が
譲
り
受
け
た
道
具
の
う
ち
に
、
作
者
の
わ
か
る
絵
画
作
品
六
件
を
挙
げ
て
お
り
、

岡
岷
山「
牡
丹
藍
雀
・
海
棠
春
蘭
白
鷺
・
梅
長
春
黄
雀
」
三
幅
対
、「
鷹
」
一
幅
、
伊
藤

若
冲「
闘
鶏
之
図
」「
花
鳥
」各
一
幅
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

目
録
Ａ
・
Ｂ
に
よ
り
、
紫
石
・
若
冲
・
岷
山
の
作
品
が
明
和
八
年
以
前
に
永
寿
院
、

ひ
い
て
は
重
晟
の
周
辺
で
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
目
録
Ｂ
の
記

述
は
、
重
晟
が
若
冲
・
岷
山
の
花
鳥
画
を
少
な
か
ら
ず
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ

せ
る
。

重
晟
は
宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
）
ま
で
に
江
戸
藩
邸
で《
黄
蜀
葵
図
》（
浅
野
家
家

中　

原
家
文
書
）、
安
永
二
年（
一
七
七
三
）
に
は《
鶴
図
》（
明
星
院
蔵
）
を
描
い
た
。

の
最
終
丁
表
に
は
広
告「
宋
紫
石
先
生
画
譜
目
録
」
が
あ
り
、
そ
の
冒
頭
に「
後
篇
山

水
画
譜 

墨五
十
五
山

画
斉
之
名
山 

全
三
冊　

近
刻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
五
十
五
山
と
は『
名
山
勝
概

記
』
図
版
の
掲
載
数
で
あ
る
か
ら
、
紫
石
に
は
全
図
を
摸
刻
し
て
出
版
す
る
計
画
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
後
年
に
は『
宋
紫
石
画
譜
』

の
出
版
に
も
関
わ
っ
た
江
戸
の
版
元
、
須
原
屋
茂
兵
衛
が
中
心
に
な
り
、
鈴
木
芙
蓉

『
名
山
勝
概
図（
唐
土
名
山
図
会
）』三
冊
と
し
て
摸
刻
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
名
山
勝
概

図（
唐
土
名
山
図
会
）』の
見
返
し
に
は
版
元
に
よ
り「
此
書
は
名
山
勝
概
記
と
て
世
に

稀
な
る
も
の
を
嚮
に
芙
蓉
先
生
伝
摸
し
て
梓
に
え
り
文
人
画
家
の
一
助
と
な
せ
り
」と

記
さ
れ
る
よ
う
に
、
原
著『
名
山
勝
概
記
』が
当
時
の「
文
人
画
家
」紫
石
や
芙
蓉
ら
に

注
目
さ
れ
た
画
譜
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
こ
の『
名
山
勝
概
記
』
は
浅
野
文
庫
に
も
蔵

書
印「
芸
棥
文
庫
」を
捺
さ
れ
た
明
版
が
含
ま
れ
て
お
り
、
岷
山
も『
名
山
勝
概
記
』を

藩
府
で
閲
覧
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で《
天
台
山
図
》
に
関
す
る
直
接
の
原
図
が

存
在
し
た
可
能
性
も
残
っ
て
お
り
、《
天
台
山
図
》
が『
名
山
勝
概
記
』
の
モ
チ
ー
フ
を

組
み
合
わ
せ
て
い
る
、
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
輸
入
さ
れ
た
地

誌
類
を
通
し
た「
真
景
図
」
の
受
容
方
法
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
で
き
よ
う
。

そ
し
て《
天
台
山
図
》か
ら
さ
ら
に
連
想
さ
れ
る
の
は
安
永
六
年（
一
七
七
七
）の
岷

山《
御
許
山
勝
興
図
》
巻（
佛
通
寺
蔵
、
三
原
市
指
定
文
化
財
）
で
あ
る
。
こ
の
図
巻

は
、
永
正
十
八
年（
一
五
二
一
）よ
り
伝
わ
る『
佛
通
禪
寺
住
持
記
』（
佛
通
寺
蔵
）に
安

永
六
年「
極
月
六
月
、
広
島
藩
御
絵
師
岡
利
源
太
承
国
命
来
画
山
中
図
」
と
記
さ
れ
て

い
る
公
務
の
遂
行
に
際
し
て
作
ら
れ
た
副
本
、
又
は
後
年
に
作
ら
れ
た
再
制
作
本
と
考

え
ら
れ
る
。
藩
府
に
提
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
現
本
は
、
現
在
に
は
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
現
存
す
る
こ
の
図
巻
は
画
家
が
体
験
を
描
き
留
め
た「
真
景
図
」
と
い
え
る
が
、

そ
の
軽
妙
な
筆
致
は《
天
台
山
図
》同
様
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の《
天
台
山
図
》に
お
け
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院
）
修
復
を
藩
が
命
じ
ら
れ
る
と
、
こ
の
修
復
は
同
八
年
十
二
月
ま
で
に
は
完
了
し

た
。
蕉
斎
は
こ
れ
に
帯
同
し
て
日
光
に
赴
き
、
休
暇
の
折
々
に
は
窮
谷
無
人
の
地
に
入

り
、
独
娯
し
て「
真
景
」を
写
し
た
と
い
う（『
高
眠
亭
録
稿）

26
（

』）。
こ
の「
真
景
」の
記

述
は
、
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）
に
岷
山
が
休
暇
を
願
い
出
て『
都
志
見
往
来
日
記
・

同
諸
勝
図
』を
作
成
、
重
晟
に
献
本
し
た
こ
と
に
も
通
じ
る
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
み
る
と
、
岷
山
の「
真
景
」
に
対
す
る
関
心
は
江
戸
で
の
交
遊
に
よ
り
早
く
か
ら

培
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、《
天
台
山
図
》
か
ら《
御
許
山
勝
興
図
》
に
至
る
制
作

も
そ
の
一
端
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、《
仏
法
僧
図
》の
制
作
ま
で
に
岷
山
が
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
明
画
や
宋
紫
石

画
な
ど
に
触
れ
つ
つ
、
こ
の
時
点
で
藩
主
周
辺
の
御
用
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
蓋
然

性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。
つ
い
で《
天
台
山
図
》
は
宋
紫
石
ら
も
学
ん
だ
中
国
の
地

誌
類
に
み
ら
れ
る「
真
景
図
」
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
早
期
の
作
品
で
あ
り
、
そ
の
受

容
・
展
開
に
は
古
文
辞
派
の
儒
者
ら
と
の
交
遊
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
述
べ
た
。

明
和
・
安
永
期
に
お
け
る
岷
山
の
動
向
は
、
お
そ
ら
く
藩
主
重
晟
の
意
向
を
受
け
て

行
わ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
岷
山
は
江
戸
で
古
文
辞
派
の
儒
者
ら
と
交
わ
り
、
宋
紫
石
を

は
じ
め
と
す
る
最
新
の
唐
画
を
学
び
、
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
作
画
活
動
を
実
践
し
た
。

重
晟
の
評
価
す
る
紫
石
が
見
た
も
の
、
若
冲
が
見
た
も
の
を
遇
目
す
る
機
会
も
多
く
、

彼
ら
と
の
接
点
も
直
接
、
間
接
に
見
え
隠
れ
す
る
。
そ
の
具
体
的
な
例
示
が《
仏
法
僧

図
》で
あ
り
、《
天
台
山
図
》で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
岷
山
に
と
っ
て
紫
石
は
師
承
関
係
に
よ
り
、
ま
た
若
冲
は「
老
松
孔
雀
」

前
者
に
は
黄
蜀
葵
の
一
茎
を
細
緻
に
描
き
、
浅
野
宗
恒
に
よ
る
後
賛
で
は『
本
草
綱

目
』「
黄
蜀
葵
」項
を
抄
出
し
て
い
る
。
後
者
に
は（
明
）文
正《
鳴
鶴
図
》を
図
様
の
源

泉
と
す
る
飛
鶴
を
描
き
、
自
賛
に（
北
宋
）蘇
軾「
後
赤
壁
賦
」を
引
用
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
作
画
を
行
う
重
晟
が
藩
主
と
な
っ
た
の
は
宝
暦
十
三
年（
一
七
六
三
）
で
あ

り
、
岷
山
が
侍
士
に
進
ん
だ
の
は
安
永
十
年（
一
七
八
一
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
重
晟

に
つ
い
て
は
岷
山
の
画
系
上
の
弟
子
と
み
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
職
制
上
の
観
点

か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
の
重
晟
の
作
風
に
岷
山
に
よ
る
指
導
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
む
し
ろ
岷
山
は
こ
の
年
若
い
藩
主
重
晟
の
意
向
を
受
け
、
公
務
と
し
て
江
戸
で
の

修
画
活
動
が
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
て
、
宋
紫
石
が
長
崎
に
遊
学
し
て
中
国
人
画
家
、
沈
南
蘋
や
宋
紫
岩
ら

の
画
法
を
学
ん
で
、
江
戸
に
戻
っ
た
の
は
宝
暦
年
間
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
に
戻

る
以
前
に
は
京
に
滞
在
し
、
弟
子
を
持
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
紫
石
に
つ

い
て
中
島
亮
一
は
、
若
冲
の
支
持
者
と
し
て
知
ら
れ
る
京
都
・
相
国
寺
の
僧
大
典
顕
常

（
一
七
一
九
〜
一
八
〇
一
）
と
古
文
辞
派
の
儒
者
を
通
じ
て
交
遊
が
あ
っ
た
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る）

21
（

。
そ
し
て
岷
山
も
古
文
詩
派
の
儒
者
と
通
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

安
永
四
年（
一
七
七
五
）、
岷
山
は
滞
在
し
て
い
た
江
戸
か
ら
帰
国
す
る
に
際
し
て

《
蜀
道
図
》（
所
在
不
明
）
を
描
き
、
古
文
辞
派
の
守
屋
東
陽
ら
に
題
賛
を
求
め
た）

22
（

。
ま

た
同
年「
遥
題
芸
州
衢
柳
陰
別
業
十
首
安
永
乙
未
作　

據
岡
岷
山
所
図
」（『
東
陽
集
』

巻
三）

23
（

）
と
あ
る
の
は
、
こ
の
頃
す
で
に
公
務
と
し
て
広
島
藩
別
邸（
別
業
）
の
真
景
図

を
作
成
し
、
寄
題
詩
を
収
集
す
る
仕
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る）

24
（

。
こ
の
と
き

岷
山
と
江
戸
で
の
交
遊
圏
を
共
に
し
、
帰
国
の
途
に
就
い
た
安
芸
の
儒
者
に
平
賀
蕉
斎

が
い
る
。
平
賀
蕉
斎（
白
山　

一
七
四
五
〜
一
八
〇
五
）
は
藩
の
陪
臣
で
あ
り
、
大
坂

の
松
本
奉
時
と
交
流
し
、
伊
藤
若
冲
宅
を
訪
ね
、
若
冲
に
詩
を
贈
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ

る（『
白
山
集）

25
（

』）。
ま
た
安
永
七
年（
一
七
七
八
）二
月
、
日
光
東
照
宮
の
神
祖
廟（
奥

34 ( 9 )

広島県立美術館研究紀要　第24号



に
「
歴
代
御
役
人
帖
」
に
よ
り
岷
山
の
役
職
を
列
記
し
、
そ
の
役
職
の
城
中
座
順
・
役
務
を
明
治
年

間
の
浅
野
家
泉
邸
内
修
史
所
編
「
御
役
之
章
程
」（『
藝
藩
輯
要
』
所
収
）
に
よ
り
補
足
す
る
。
ま
た

岷
山
の
子
、
三
人
の
役
職
に
つ
い
て
も
「
歴
代
御
役
人
帖
」
に
よ
り
付
記
し
て
参
考
に
資
す
る
。

①　

安
永
十
年
（
一
七
八
一
）
御
奥
詰
次
席

②　

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
御
奥
詰

（
城
中
座
順
）
萩
之
間

（
役
務
）
日
々
登
城
○
第
一
ハ
於
江
戸
御
来
客
之
御
給
仕
之
事
ヲ
専
務
ト
ス
○
御
泊
リ
御
番

ア
リ
○
御
内
輪
御
親
類
様
方
ヘ
ノ
御
使
者
被
仰
付
○
御
書
物
引
受
相
勤

③　

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
御
奥
小
姓
次
席

（
城
中
座
順
）
丁
子
之
間

（
役
務
）
日
々
登
城
○
御
側
向
ノ
事
ヲ
専
務
ト
ス
○
筆
頭
幷
御
小
納
戸
ト
ナ
リ
御
召
物
御
書

物
等
之
勤
分
リ
ア
リ
○
江
戸
御
共
ア
リ

④　

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
少
将
様
御
近
習
詰
頭
取

（
城
中
座
順
）
丁
子
之
間

（
役
務
）
御
隠
居
様
之
御
附
ニ
シ
テ
御
用
向
之
事
ヲ
専
務
ト
ス
○
頭
取
幷
見
習
ト
ナ
リ
御
召

物
御
書
物
ニ
至
ル
迄
夫
々
勤
分
リ
有
之
○
御
道
具
方
、
御
書
物
方
、
御
槍
方
、
御

判
紙
加
役

※　

長
子
、
岡
郷
佐
（
正
蔵
、
郷
介
）

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
御
奥
詰
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
御
奥
小
姓
次
席
。
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
）
御
奥
詰
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
御
側
詰
次
席
。
文
政
四
年

（
一
八
二
一
）
御
先
手
者
頭
次
席
。

※　

次
子
、
小
倉
健
次
郎
（
武
駿
）

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
御
奥
小
姓
次
席
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
御
奥
詰
。

※　

三
子
、
寺
尾
愛
三
郎
（
霞
亭
）

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
御
納
戸
奉
行
次
席
。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
眤
近
見
習
。
文
化

十
四
（
一
八
一
七
）
草
津
口
屋
番
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
割
奉
行
。

（
４
）
広
島
市
役
所
、
前
掲
註
（
２
）
編
著

（
５
）
土
井
作
治
解
説
・
翻
刻
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
編
『
都
志
見
往
来
日
記
・
同
諸
勝
図
』、
広
島
市

立
中
央
図
書
館
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

で
つ
な
が
る
同
図
様
作
品
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
に
つ
い
て

言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
三
者（
あ
る
い
は
重
晟
を
含
め
て

四
者
）を
包
括
し
て
認
識
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
古
文
辞
派
の
儒
者
ら
を
中
心
と

す
る
交
遊
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

岷
山
の
画
事
・
作
域
は
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
ほ
か
、
ま
さ
し
く
紫
石
画
を
見
る
よ
う

な
着
色
花
鳥
画
や
領
内
各
地
を
描
い
た
真
景
図
、
墨
竹
画
、
山
水
画
、
人
物
画
、
草
獣

画
な
ど
、
実
は
多
岐
に
わ
た
る
。
職
務
上
の「
絵
師
」と
は
み
な
さ
れ
な
い
な
が
ら
も
、

後
に
は
そ
の
画
業
を
受
け
継
ぐ
藩
士
、
補
佐
す
る
付
き
人
さ
え
も
認
め
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
岷
山
画
業
の
成
り
行
き
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
画
業
前
半
期
に
つ
い
て
の
考

究
が
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
安
永
五
年（
一
七
七
六
）
の

《
虎
図
》（
嚴
島
神
社
蔵
）
奉
納
ま
で
に
は「
正
武
」
か
ら「
煥
」
へ
の
改
名
が
行
わ
れ
た

と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
改
名
も
儒
者
ら
と
の
交
遊
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
い
ま
は
改
名
の
正
確
な
時
期
さ
え
わ
か
ら
な
い
が
、
岷
山
が
交
遊
を
深
め
た
江
戸

の
儒
者
ら
と
の
接
点
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
宋
紫
石
や
伊
藤
若
冲

と
広
島
藩
、
浅
野
重
晟
と
岡
岷
山
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

と
思
わ
れ
る
。

【
註
】

（
１
）
山
下
弘
毅
『
梅
鶴
閑
話　

合
本
』、
弘
洲
雨
屋
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

（
２
）
広
島
市
役
所
編
『
広
島
市
史
』
第
三
巻
（
復
刻
版
）、
名
著
出
版
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

（
３
）
林
保
登
編
『
藝
藩
輯
要　

附
藩
士
家
系
名
鑑
』（
復
刻
版
）、
芸
備
風
土
研
究
会
、
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）。
高
橋
新
一
編
「『
藝
藩
輯
要
』
人
名
索
引
（
増
訂
版
）」、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）。

「
歴
代
御
役
人
帖
」（『
藝
藩
輯
要
』
所
収
）
は
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
浅
野
氏
入
封
以
降
の
広
島

藩
に
お
け
る
侍
士
に
つ
い
て
、
役
職
別
・
歴
代
の
役
人
を
ま
と
め
た
文
献
で
あ
る
。
原
本
の
成
立
は

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
）
と
さ
れ
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
廃
藩
ま
で
加
筆
さ
れ
た
。
次
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『
M
U
S
E
U
M
』
四
四
三
号
、昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）。
同
前
「（
史
料
編
）」『
M
U
S
E
U
M
』

四
四
四
号
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

（
17
）
鴨
方
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
鴨
方
町
史
』
本
編
、
鴨
方
町
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

（
18
）
本
稿
で
は
（
明
）
傳
燈
撰
、万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
）
序
『
天
台
山
方
外
志
』
を
参
考
に
し
、

各
形
勝
を
比
定
し
た
。
中
華
電
子
佛
典
協
會
「CBET

A
 O
nline

」
参
照
。

（
19
）
遊
印
・
落
款
は
次
の
と
お
り
。
な
お
遊
印
の
典
拠
は
（
楚
）
屈
原
「
離
騒
」
の
一
節
で
あ
る
。
末
尾

の
篆
字
は
明
ら
か
に
「
凧
」
で
あ
る
が
、
典
拠
を
重
視
し
て
便
宜
的
に
「
佩
」
と
読
む
。

遊
印　
「
紐
秋
蘭
以
為
佩
」（
朱
文
円
印
）

落
款　

壬
申
之
春　

岷
山
崗
正
武
寫
「
岷
山
」（
白
文
方
印
）「
岡
正
武
印
」（
白
文
方
印
）

（
20
）
浅
野
長
孝
、
前
掲
註
（
16
）
論
文

（
21
）
中
島
亮
一
「
宋
紫
石
と
新
井
白
石
―
江
戸
の
真
宗
と
儒
教
に
つ
い
て
―
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』

三
十
五
巻
二
号
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
七
）

（
22
）
杉
本
欣
久
「
江
戸
中
期
の
漢
詩
文
に
み
る
画
人
関
係
資
料
―
事
項
一
覧
編
―
」『
古
文
化
研
究
』
九
号
、

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
岡
岷
山
に
関
す
る
漢
詩
文
の
記
述
に
つ
い

て
参
照
し
た
。

（
23
）
杉
本
欣
久
、
前
掲
註
（
22
）
論
文

（
24
）
こ
の
趣
の
事
例
で
、
こ
れ
ま
で
の
初
出
は
安
永
九
年
（
一
八
八
〇
）
八
月
十
五
日
、
広
島
領
内
、
古

江
の
西
山
屋
敷（
翠
江
園
）に
関
す
る「
地
名
幷
詩
作
額
字
其
外
紀
文
」な
ど
の
取
計
方
を
命
じ
ら
れ
、

そ
の
任
務
の
一
環
で
絵
図
を
描
き
、寄
題
詩
を
ま
と
め
た
『
翠
江
山
園
図
幷
詩
』
で
あ
る
。
土
井
作
治
、

前
掲
註
（
5
）
解
説
。
黒
川
修
一
、
前
掲
註
（
7
）
論
文
参
照
。

（
25
）
杉
本
欣
久
、
前
掲
註
（
22
）
論
文

（
26
）
杉
本
欣
久
、
前
掲
註
（
22
）
論
文

【
図
版
出
典
】

図
1　

古
川
隆
次
郎
編『
安
芸・備
後
の
国　

絵
画
展
』図
録
、芸
備
絵
画
研
究
会
、平
成
十
一
年（
一
九
九
九
）

図
2　

広
島
県
立
美
術
館
編
『
近
世
広
島
の
絵
画
展
』
図
録
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

図
3　

辻
惟
雄
監
修
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
・
M
I
H
O 

M
U
S
E
U
M
編
『
生
誕
三
百
年　

同
い
年
の

天
才
絵
師　

若
冲
と
蕪
村
』
図
録
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

図
4　
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（
６
）
黒
川
修
一
「
岡
岷
山
研
究
序
説
」『
広
島
市
公
文
書
館
紀
要
』
十
三
号
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

（
７
）
黒
川
修
一
「
同
時
代
文
献
に
見
る
広
島
藩
士
岡
岷
山
の
公
務
と
画
事
」『
藝
術
研
究
』
三
十
一
号
、
平

成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

（
８
）
落
款
・
着
賛
は
次
の
と
お
り
。

落
款　

岷
山
寫
「
岷
山
」（
朱
文
方
印
）「
岡
正
武
印
」（
白
文
方
印
）

着
賛　

學
如
「
空
眼
」（
白
文
方
印
）

明
和
丙
戌
春　

於
金
亀
山
有
佛
法
僧
鳥
鳴

岷
山
圖
之　

因
詠
之
以
為
賛

亀
嶽
深
林
月　

三
寳
聲
鏘
　々

不
假
冶
長
譯　

直
通
金
仙
塲

告
事
緑
衣
使　

誦
経
雪
衣
娘　

絶
伎
万
世
傳　

仍
如
汝
天
成

丁
寉
還
牆
面　

鄭
牛
亦
望
洋　

頳
嘴
映
珊
瑚　

翠
羽
滑
琳
琅

姿
彷
彿
鸚
鵡　

法
夷
希
鳳
凰　

万
里
風
雲
裡　

翻
々
善
行
蔵

（
９
）
黒
川
修
一
「
岡
岷
山
の
画
業
に
つ
い
て
」『
近
世
広
島
の
絵
画
展
』
図
録
（
広
島
県
立
美
術
館
編
）、

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

（
10
）
古
川
隆
次
郎
編
『
安
芸・備
後
の
国　

絵
画
展
』
図
録
、芸
備
絵
画
研
究
会
、平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）。

広
島
城
編
『
没
後
二
〇
〇
年
記
念　

岡
岷
山
』
図
録
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
な
ど
。

（
11
）
広
島
市
役
所
編
『
広
島
市
史
』
第
二
巻
（
復
刻
版
）、
名
著
出
版
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

（
12
）
岡
岷
山
《
老
松
孔
雀
図
》
に
は
、
図
様
が
ほ
ぼ
等
し
い
作
品
が
複
数
知
ら
れ
る
。
本
稿
の
掲
載
図
版

は
『
近
世
広
島
の
絵
画
展
』（
一
九
九
〇
）
に
出
品
さ
れ
、の
ち
東
日
本
大
震
災
で
罹
災
し
た
一
点
で
、

浅
野
家
伝
来
品
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
浅
野
長
孝
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
付
記
し
て
お
礼

申
し
上
げ
る
。

（
13
）
小
林
忠
「『
画
遊
人
』
伊
藤
若
冲
の
魅
力
―
岡
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
―
」『
生
誕
三
〇
〇
年
を

祝
う　

若
冲
と
蕪
村
』
図
録
（
岡
田
美
術
館
編
）、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

（
14
）
川
崎
瑛
子
「
編
集
さ
れ
る
薬
品
会
の
知
―
『
文
会
録
』
と
『
赭
鞭
余
禄
』
を
中
心
に
―
」『
法
政
大
学

大
学
院
紀
要
』
七
十
号
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）。
な
お
、『
物
類
品
隲
』
に
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

は
載
ら
な
い
。

（
15
）
佐
竹
隆
信
「
学
如
撰
『
真
言
律
行
問
答
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
智
山
学
報
』
六
十
三
巻
、
平
成
二
十
六
年

（
二
〇
一
四
）

（
16
）
浅
野
長
孝
「『
永
寿
院
様
御
道
具
目
録
』
に
つ
い
て
―
近
世
大
名
道
具
の
研
究
―
（
解
説
編
）」
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図
5　
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

図
7　
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（
す
み
か
わ　

あ
き
ひ
ろ
／
当
館
学
芸
員
）
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